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・
豆
の
皮
も
ホ
ガ
ホ
ガ　

ヤ
ラ
ク
ロ
飛
ん
で
く

る　

ど
っ
ち
の
方
か
ら
飛
ん
で
く
る　

ア
キ

の
方
か
ら　

飛
ん
で
く
る　

銭
も
金
も　

飛

ん
で
く
る　

飛
ん
で
く
る（

南
部
町
赤
石
・
玉
掛
）

注
―
「
小
正
月
十
五
日
の
夕
方
、
年
男
が
豆
の

皮
、
そ
ば
が
ら
、
豆
腐
か
す
な
ど
を
混
ぜ
て
、

家
の
回
り
を
回
り
な
が
ら
ま
く
と
き
の
歌
。

家
の
悪
魔
払
い
の
行
事
」
と
い
う
。『
青
森
県

の
民
謡
』（
三
七
〇
頁
）。

﹇
ね
ど
り
の
歌
﹈

・
ね
ど
り
だ　

ね
ど
り
だ　

こ
こ
こ
こ
た
ん
と

　

き
り
っ
と
や
っ
て　

ポ
ン
と
投
げ
た

（
十
和
田
市
大
沢
田
早
坂
）

注
―
正
月
二
日
、
子
ど
も
た
ち
が
餅
を
も
ら
い

歩
く
と
き
に
歌
っ
た
。
東
北
町
舟
ヶ
沢
の
浜

田
ミ
ド
（
昭
和
二
年
生
、
出
身
は
十
和
田
市

大
沢
田
早
坂
）。 

 

譜
例
１

　

こ
れ
ら
は
、
暮
ら
し
に
悪
疫
や
よ
く
な
い
事

を
も
た
ら
す
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
鼓
舞
す
る

自
分
た
ち
の
叫
び
で
も
あ
り
、
ま
た
予
祝
で
も

あ
る
。

２　

口
寄
せ
と
祭
文

　

�　

音
へ
の
関
心

　

音
調
査
の
さ
き
が
け　
　

青
森
県
内
の
イ
タ
コ
に
関
す
る
調
査
報
告
や
記
述
は
非
常
に
多
い
。

だ
が
、
そ
う
し
た
中
で
イ
タ
コ
の
語
り
や
唱
え
に
主
眼
を
置
い
た
報
告
や
論
述
は
あ
ま
り
多
く

な
い
。

　

昭
和
四
十
二
年
に
『
下
北
―
自
然
・
文
化
・
社
会
―
』（
九
学
会
連
合
下
北
調
査
委
員
会
）
が
刊

行
さ
れ
た
。
こ
の
中
の
「
第
六
章　

下
北
の
民
俗
音
楽
」
で
は
、
わ
ら
べ
歌
、
イ
タ
コ
の
口
寄

せ
、
芸
能
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
は
「
恐
山
祭
典
に
お
け
る
イ
タ
コ

の
口
寄
せ
の
音
楽
的
性
格
に
つ
い
て
」（
三
〇
六
〜
三
一
四
頁
）
と
し
て
、
複
数
の
唱
例
を
比
較
譜

に
作
成
し
、
音
楽
的
な
分
析
が
施
さ
れ
て
い
る
。
口
寄
せ
を
「
仏
お
ろ
し
祭
文
（
ま
た
は
神
お

ろ
し
祭
文
）」「
く
ど
き
」「
仏
送
り
祭
文
（
ま
た
は
神
送
り
祭
文
）」
の
三
部
分
に
大
別
し
、
津

軽
、
下
北
、
南
部
系
イ
タ
コ
の
音
楽
的
な
相
違
と
地
域
的
な
特
徴
を
関
連
付
け
た
興
味
深
い
論

考
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
詞
章
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
唱
え
ら
れ
る
詞

章
を
音
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
、
イ
タ
コ
研
究
に
も
新
た
な
展
望
が
提
示
さ
れ
た
と
い
え
よ

う
。

　
『
巫
女
の
習
俗
Ⅱ　

青
森
県
』
に
つ
い
て　
　

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
の
『
巫
女
の
習
俗
Ⅱ　

青
森
県
』（
無
形
の
民
俗
文
化
財
記
録
第
三
〇
集　

昭
和
六
十
一
年
）
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
青
森

県
民
具
研
究
会
が
記
録
作
成
し
た
「
津
軽
の
イ
タ
コ
の
習
俗
」
を
内
容
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

そ
の
後
に
続
く
文
化
庁
の
「
磐
城
・
岩
代
の
ミ
コ
サ
マ
の
習
俗
」「
陸
前
磐
城
の
オ
ガ
ミ
サ
マ
の

習
俗
」「
南
部
の
オ
ガ
ミ
サ
マ
の
習
俗
」「
羽
後
の
イ
タ
コ
の
習
俗
」
と
い
っ
た
無
形
の
民
俗
文

化
財
記
録
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。

　
『
巫
女
の
習
俗
Ⅱ　

青
森
県
』
で
は
、「
イ
タ
コ
の
祭
文
」（
五
五
〜
二
〇
八
頁
）
に
「
口
寄
せ
」

や
「
オ
シ
ラ
祭
文
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
産
土
さ
ま
」「
神
さ
ん
だ
ん
」「
人
間
経
」「
岩
木
一

　第九章　声　と　音（特論）

歌唱者　沼辺ニガ（T12生）　　　　沼田ミド（S2生） 
採譜者　小野寺節子 

譜例1 ねどりの歌 

q≒96

ね   ど   り   だ        ね   ど   り   だ      こ  こ  こ   こ   たん と      き りっ と  やっ  て     ポン    と   な  げ   た 


